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「
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お

け
る
事
故
報
告
集
計
」
が

公
表
さ
れ
ま
し
た

　
二
〇
二
五
年
七
月
三
一
日
、
こ
ど
も
家

庭
庁
が
「
令
和
六
年
教
育
・
保
育
施
設
等

に
お
け
る
事
故
報
告
集
計
」
を
公
表
し
ま

し
た
。

　
教
育
・
保
育
施
設
な
ど
で
発
生
し
た
死

亡
事
故
、
意
識
不
明
事
故
（
ど
ん
な
刺
激

に
も
反
応
し
な
い
状
態
に
陥
っ
た
も
の
）

及
び
治
療
に
要
す
る
期
間
が
三
〇
日
以
上

の
負
傷
や
疾
病
を
と
も
な
う
重
篤
な
事
故

で
、
二
〇
二
四
年
一
月
一
日
〜
同
年
一
二

月
三
一
日
の
期
間
内
に
、
国
に
報
告
が

あ
っ
た
も
の
の
件
数
を
と
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
今
回
公
表
さ
れ
た
集
計
に
よ
る
と
、
学

童
保
育
に
お
け
る
重
篤
な
事
故
の
報
告
件

数
は
七
六
一
件
（
前
年
比
一
一
〇
増
）
で

し
た
（
死
亡
事
故
は
ゼ
ロ
件
）。
七
六
一

件
の
う
ち
、
意
識
不
明
が
一
件
、
骨
折
が

六
三
六
件
、
火
傷
が
二
件
、
そ
の
他
が

一
二
二
件
で
す
。
発
生
場
所
は
、
施
設
の

室
内
が
二
七
〇
件
、
室
外
が
三
八
七
件
、

施
設
外
が
一
〇
四
件
で
し
た
。

　
学
童
保
育
に
お
け
る
事
故
報
告
の
推
移

を
表
に
ま
と
め
ま
し
た（
支
援
の
単
位
数
・

入
所
児
童
数
は
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
〈
以
下
、
全
国
連
協
〉
が
毎
年
行
っ
て

い
る
「
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

の
実
施
状
況
調
査
」
で
把
握
し
た
数
）。

　
発
生
率
を
見
る
と
、
二
〇
一
五
年
は
、

一
一
二
・
〇
支
援
の
単
位
に
対
し
て
一

件
、
約
四
四
六
二
・
四
人
に
対
し
て
一
件

の
重
篤
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
に
は
四
八
・
七
支
援
の
単
位

に
対
し
て
一
件
、
約
一
九
二
五
・
三
人
に

対
し
て
一
件
の
重
篤
な
事
故
が
発
生
し
て

い
る
計
算
で
す
。

　
学
童
保
育
に
お
け
る
事
故
の
発
生
に

は
、
子
ど
も
集
団
の
規
模
、
職
員
体
制
、

施
設
環
境
、
出
席
人
数
、
保
育
内
容
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
や
異
常
気
象
の

影
響
で
外
遊
び
や
運
動
の

機
会
が
減
り
、
子
ど
も
の

体
力
・
身
体
能
力
が
低
下

し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
、

事
故
の
発
生
件
数
が
増
加

し
た
要
因
に
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
学
童
保
育
の
生
活
の
な

か
で
は
、
安
全
の
確
保
を

必
要
と
す
る
場
面（
事
故
・

ケ
ガ
対
応
や
不
審
者
の
侵

入
防
止
、災
害
発
生
な
ど
）

が
常
に
あ
り
、
指
導
員
の

知
識
や
経
験
に
裏
づ
け
ら

れ
た
瞬
時
の
判
断
が
必
要

で
す
。
子
ど
も
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
子

ど
も
集
団
の
規
模
の
上
限

を
守
る
こ
と
、
施
設
環
境

の
整
備
、
日
常
的
な
職
員

体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

表　学童保育における事故報告の推移

年 件数 うち骨折
件数

支援の
単位 入所児童数 発生率

（支援の単位）
発生率

（入所児童数）

2015 228 196 25,541 101万 7,429 112.0 4462.4
2016 288 259 27,638 107 万 6,571 96.0 3738.1
2017 362 332 29,287 114万 8,318 80.9 3172.1
2018 420 356 31,265 121万1,522 74.4 2884.6
2019 445 390 32,654 126 万 9,739 73.4 2853.3
2020 429 379 33,671 130万 5,420 78.5 3042.9
2021 475 408 34,437 130万 7,699 72.5 2753.0
2022 565 452 35,337 134万 8,122 62.5 2386.1
2023 651 551 36,094 140万4,030 55.4 2156.7
2024 761 636 37,094 146 万 5,124 48.7 1925.3
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事
故
防
止
、
安
全
管
理
の

徹
底
に
つ
い
て
事
務
連
絡

が
発
出
さ
れ
ま
し
た

　
二
〇
二
五
年
六
月
三
日
付
で
、
こ
ど
も

家
庭
庁
成
育
局
成
育
環
境
課
ほ
か
連
名
の

事
務
連
絡
「
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お
け

る
プ
ー
ル
活
動
・
水
遊
び
の
事
故
防
止
及

び
熱
中
症
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
」
が
発

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
二
五
年
七
月
二
日
付
で
、
こ

ど
も
家
庭
庁
成
育
局
成
育
環
境
課
の
事
務

連
絡
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
夏

季
休
暇
中
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
」

が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
務
連
絡
は
、

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
解
説
書
」

で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
各

都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
向
け
、
あ
ら
た

め
て
の
確
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　「
通
常
よ
り
も
長
時
間
に
亘
る
育
成
支

援
を
行
う
夏
季
休
暇
に
向
け
て
、
こ
ど
も

た
ち
の
体
験
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
組

を
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ

ど
も
の
発
達
段
階
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
安

全
・
安
心
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
活
動
の
検
討
が
な
さ
れ

る
よ
う
指
導
・
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

保
育
所
等
の
職
員
に
よ
る

虐
待
に
関
す
る
通
報
義
務

等
に
つ
い
て

　
二
〇
二
五
年
四
月
一
八
日
、「
児
童
福

祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成

立
し
ま
し
た
。
施
行
期
日
は
、
二
〇
二
五

年
一
〇
月
一
日
で
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
職
員
等
に
よ
る
虐
待
を
見
つ
け
た
場
合

の
通
報
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
養
護
施
設
等
や
障
害
児
者
施
設
、

高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る

虐
待
等
の
発
見
時
の
通
報
義
務
等
の
仕
組

み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
所
・
学

童
保
育
所
等
に
お
け
る
虐
待
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
仕
組
み
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
（
な
お
、
学

童
保
育
に
つ
い
て
は
国
の
「
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
」
第
一
二
条
に
「
虐
待
等
の
禁
止
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」
で
は
、
二
〇
二
五
年

一
月
の
改
定
で
「
事
業
所
内
で
児
童
虐
待

等
が
行
わ
れ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
定
め

る
」
こ
と
が
追
記
さ
れ
ま
し
た
が
、
通
報

義
務
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
）。

　
本
誌
二
〇
二
五
年
五
月
号
「
協
議
会
だ

よ
り
」
で
紹
介
し
た
「
令
和
六
年
度
全
国

こ
ど
も
政
策
主
管
課
長
会
議
資
料
」に
も
、

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
虐
待
等

不
適
切
な
事
案
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
内
容

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
児
童
福
祉
法
第
三
三
条
の
一
〇
各
号

に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
利
用
者
の
心

身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
に
つ
い

て
、
設
備
運
営
基
準
第
一
二
条
に
お
い
て

禁
止
し
て
い
る
が
、
増
加
傾
向
に
あ
る
」

（
二
〇
二
二
年
＝
〇
件
／
二
〇
二
三
年
＝

一
〇
件
／
二
〇
二
四
年
・
一
三
件
）

　「
虐
待
の
種
類
は
『
身
体
的
虐
待
』
が

最
も
多
く
、
令
和
六
年
の
一
三
件
の
う
ち

八
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
ど
も
へ
の
育
成

支
援
を
行
う
中
で
、
感
情
的
に
な
り
暴
力

行
為
に
及
ぶ
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い
る
」

　「
改
正
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
に
お
い
て
も
、
こ
ど
も
の
人
権
へ
の
配

慮
や
虐
待
行
為
の
禁
止
に
加
え
、
新
た
に

事
業
所
内
で
児
童
虐
待
等
が
行
わ
れ
た
際

の
対
応
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
追
記
し
、

す
べ
て
の
放
課
後
児
童
支
援
員
等
が
職
場

倫
理
を
自
覚
し
て
職
務
に
当
た
る
よ
う
組

織
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
」

　「
職
員
倫
理
・
職
場
倫
理
の
向
上
に
資

す
る
研
修
の
実
施
、
事
案
が
発
生
し
た
場

合
の
対
処
方
法
等
の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
」

　
子
ど
も
や
保
護
者
に
直
接
関
わ
る
学
童

保
育
指
導
員
に
は
、「
人
権
の
尊
重
」「
虐

待
の
禁
止
」「
信
頼
関
係
の
構
築
」
な
ど
、

専
門
職
と
し
て
守
る
べ
き
倫
理
を
明
確
に

し
、
順
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

全
国
連
協
は
二
〇
一
九
年
四
月
に
「
学

童
保
育
指
導
員
の
倫
理
綱
領
（
案
）」
を

作
成
し
ま
し
た
。
倫
理
綱
領
は
、「
制
限
」

で
は
な
く
、「
支
え
」
で
あ
り
、
専
門
職

と
し
て
の
柱
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
虐
待
等
の
未
然
の
防
止
に
際
し

て
も
、
子
ど
も
集
団
の
規
模
を
守
る
こ
と
、

日
常
的
に
適
切
な
職
員
配
置
を
確
保
で
き

る
体
制
が
必
要
で
す
。


